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まえがき

書いたものすべてでなく取捨選択してトピックでまとめるというのを今回

初めてやってみた。これで「基本文献」が一段と参照しやすくなった。な

お『インドネシア語通信 1994』から始まる「インドネシア語学習者にと

って読んで面白く実力涵養に役立つ読み物を提供する」活動の今までにつ

いては，以下をお読み下さい。[Sg 3.29.2010]

『インドネシア語通信』について

1994 年から私が始めている『インドネシア語通信』について書くお許し

を編集委員からいただいた。そこで，どういう趣旨で始めたのか，そんな

ことを簡単に書いてみたい。

『通信』がどんなものかは，内容見本を三頁分つけたのでご覧頂きたい。

こういう 2 段組みの体裁の『インドネシア語通信 1994』(A4 版，72 頁)，
『インドネシア語通信 Sanggar Bahasa Indonesia 1995』(B5 版，63 頁)
の二冊をこれまでにまとめ，今年もほぼ同様の頁数のものを予定している。

編集・刊行は「インドネシア語彙研究会」としてあるが，作業はいっさい

私がやっている。この DTP に使用しているハードは，自宅の Macintosh
LC III ＋ HP DeskWriter。そしてワープロソフトは，グラフィックを入

れやすい Nisus Writer である。

さて，この『通信』を始める背景となっているのは，『世界の辞書』のプ

ロジェクトなど，我が国のインドネシア語辞典について書かなければなら

ない機会が続き，その時にこれまで辞書批判が欠落していることを痛感し，

怠慢を反省したことである。

不備の指摘がなされないから，いくら新しい辞書が出ても，旧態依然で昔

の辞書の不備を引きずって，改善が見られない。将来のよりよい辞書のた

めには，現在の辞書の不備を指摘し，新しいデータを公開してゆく活動が

継続的に必要である。そう考えたのが，この『通信』を始めるきっかけの
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ひとつである。

そういうわけで，若い国語インドネシア語にどんどん導入される新語の意

味を調べてそれを紹介する，市販の辞書の古くささを指摘して読者に新し

い用例を紹介するなどの項目は，この『通信』のひとつの重要な柱になっ

ている。内容見本にある kinerja や pangsa pasar などがその系列のも

のである。

もうひとつは，コンピュータによるテキストの機械処理で得られたデータ

（コンコーダンス，インデックス）を手元に幾つか持ったこと。

ここからさまざまな事実が明らかになる。それらは，性質上，論文の形式

よりもこういう短い報告で発表するに相応しいものが多い。そういう発表

の場が必要だったということも，この『通信』の背景にはある。例えば，

mulai & dimulai のようなもので，特に『通信 1994』に多い。kembali は
頻度表から浮かび上がってきたキーワードによる小説の分析だから，むし

ろ論文向きかもしれない。

以上のようなことからスタートしたこの『通信』は，大半を佐々木 (Sg) が
書くにせよ，当初から旅行・留学の経験者に投稿を促しており，tidak
apa-apa，air es，alah bisa がその例。また在イの卒業生の寄稿を歓迎し

ている。勿論，佐々木はデスクの責任において，採否を決め，原稿に筆を

入れている。

大学時代にインドネシア語を勉強しても，卒業してから何も読むものがな

い。中国語を例外として，アジアの言語を学んだ場合はみなそんな状況で

はなかろうか。『インドネシア語通信』は，その情けないと言えば情けな

い状況に遅蒔きながら投じる一石。そして将来は，インドネシアやマレー

シアの国語研究所のホームページにリンクした『インドネシア語通信オン

ライン』を開設しよう。とまあ，そんな構想で精進中である。（『東京外大 東
南アジア学』第 2 巻，東京外国語大学東南アジア課程研究室，1996）



v

『インドネシア語の中庭 1994-1999』 まえがき

本書『インドネシア語の中庭 Sanggar Bahasa Indonesia 1994-1999』は，

『インドネシア語通信 1994』と『インドネシア語通信 1995』の DTP に
始まり，次いで舞台をオンラインに移して現在のメールマガジン「インド

ネシア語の中庭」に至る「インドネシア語学習者にとって読んで面白く実

力涵養に役立つ読み物を提供する」活動の 1994-1999 年の集大成として，

上記『通信』と『Sanggar Bahasa Indonesia 1997』(東京外国語大学語

学教育研究協議会) という既刊三書の内容，及びこれまで印刷物になって

いなかった 1996, 1998, 1999 年分の内容のすべてを収めた。[Sg 1.31.01]

インドネシア語の「中庭」

いつも楽しく『インドネシア語の中庭』を読んでいます。ところで，

ちょっと質問なのですが。タイトルになっている『インドネシア語の

中庭』にはどんな思いが込められているのでしょうか？ どうして『中

庭』なのかな… とふと，思いまして。

こんな読者メールを頂きました。

実は，パソコン通信の時代，ニフティの「パティオ」という会議室機能サ

ービス（掲示板のようなもの）を利用して，いまココデメールを利用して

いるのと同じことをほぼ３年間していました。この「パティオ」にアクセ

スできるのはニフティの会員という制約もあり，登録者数について言えば，

３０名程度でした。

このココデメールのメールマガジン開設は，調べてみると 1999.2.22。つ

まり，今日でちょうど丸３年ということになります。イントラネットから

インターネットに舞台を移したことにより，登録者も着実に増えて，現在

３７４名。大学のインドネシア語専攻の入学定員は２０名でしたから，こ

れはもうすぐ現役時代１９年間分の学生数というわけで，大したものです。

patio： スペイン風中庭, パティオ (inner court); パティオ 《庭の家
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寄りに食事･喫茶などのできるようにしたテラス》[Sp.] (リーダーズ英

和)

このように「インドネシア語の中庭」は，直接的には，ニフティの「パテ

ィオ Sanggar Bahasa Indonesia」を引き継いだものですが，しかし，私

がここに密かにダブらせているイメージは，このスペイン風の明るい中庭

というより，バリ寺院の jeroan。すなわち：

jeroan:　halaman paling hulu di pura: tempat palinggih-palinggih.
(palinggih: bangunan tempat kediaman Dewa di pura/ sanggah)

J.Kersten, Bahasa Bali *Tata Bahasa *Kamus Bahasa Lumrah
(Nusa Indah, 1984）

奥の院の前庭といったところでしょうか。

patio（中庭）については，書こう書こうと思いつつ，今まで書いていま

せんでした。躊躇していたのは，肝心のキーワード patio がインドネシ

ア語に入っていなそうだという点で，例えば，KBBI 第２版にはありま

せん。しかし，こちらもうまい具合に，KBBI 第 3 版に，patio: 1 serambi
terbuka di belakang rumah; 2 taman terbuka di dalam rumah と登場

して，今やクリア。お陰様で，明日がこのココデメール「中庭」が４周年

を迎える Hari Ultah だという大発見も出来たわけで，絶妙のタイミン

グだったＡさんの上記メールには beribu-ribu terima kasih です。[Sg
2.21.02]

Macky! 中庭 (2002.6.2～2005.6.30)

Nifty のメールマガジン・サービスを利用したマッキー中庭は，6/30 配

信 No.199 で終了しました。７月４日の配信から，このまぐまぐ中庭

（2003.3.27～）一本となっています。

現在，まぐまぐの登録者数は ７０６。つまり，マッキー中庭の読者 ４３
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０名の 2/3 以上，３００名近くの方に移動していただけたようで，これ

は予想以上に順調な「教室変更」だったとほっとしています。

ココデメール中庭 (1999.2.22～2002.5.29)
マッキー中庭 (2002.6.2～2005.6.30)
まぐまぐ中庭（2003.3.27～）

ココデメール以前は，ニフティの有料サービス（確か月５００円。誤解さ

れた方もいましたが，金を払わなければならないのは発行者たる私の方で，

bukan 読者）を利用していました。

ホームパーティ (1996.12～1997.5, ニフティー会員限定)
パティオ bipatio (1997.6～1999.2, ニフティー会員限定）

メーリングリスト milis-sanggar (1998.11～1999.2, 会員限定なし）

これより前は「インドネシア語通信」(1994, 1995) の紙の時代。

もしニフティーの「ホームパーティ」以来の読者がいらっしゃるなら，オ

ンライン中庭の最古参の読者ということになります。

さて，このまぐまぐ中庭 (注) がいつまで続くやらですが，今後ともよろ

しくおつき合い下さい。[Sg 7.7.05]

(注) 登録読者数 983。バックナンバー「すべて公開」の設定にしており，

2003 年の最初から最新号 2010/03/16 までの７年分すべてがオンライン

で読める状態である。[Sg 10.10.2010]

インドネシア語の中庭 文法篇

これまで中庭に書いた文法関係の項をまとめて紙に印刷する Word 原稿

（A5 版のサイズで 200 頁以下）の編集作業にまた手をつけている。書名

は『図解インドネシア語文法』も考えたのだが，頁を繰ってみれば，そう

うたうほどイラストも多くない。というわけでブログ中庭ノート(2005.10
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～) http://sanggar.exblog.jp/ のロゴもそうなんだし，『鼠は長い尻尾をし

ている』とすることにした。日本語文法の三上章『象は鼻が長い』(1960
年) と張り合おうというわけである。[Sg 11.27.09]

しばらく離れていた作業をまた再開した。書名については，別に書名で売

る本ではないのだから 『鼠は長い尻尾をしている』なんてのはやめて『イ

ンドネシア語の中庭 I 』くらいでいい（II, III と続けやすい）という考

えに傾いている。[Sg 3.10.2010]

長谷川町子美術館（ここが長谷川作品の著作権管理を行っている）に行っ

てきた。結論は「学術的だろうがなんだろうが一切許可していない」。と

いうわけで，まことに残念ながら磯野波平氏にグラフィックなかたちで本

書に登場願うことは不可となった。[Sg 8.27.2010]

書名を「インドネシア語の中庭 文法篇」とし，また本のサイズを A5 版
でなく B6 版とすることにした。[Sg 10.6.2010]
　　　　　　　　　

略語： ACIED: A Comprehensive Indonesian-English Dictionary，BIPA:
Bahasa Indonesia untuk Penutur Asing，KBBI: Kamus Besar Bahasa
Indonesia，KKM: Kamus Kecil Mutakhir，KUBI: Kamus Umum Bahasa
Indonesia．TBBI: Tata Bahasa Baku Bahasa Indonesia.

佐々木重次  SASAKI Shigetsugu
shig.sasaki@nifty.com
  
●ホームページ： Sanggar Bahasa Indonesia
http://homepage3.nifty.com/sanggar/newpage1.htm
●メールマガジン： インドネシア語の中庭

http://homepage3.nifty.com/sanggar/mag/magframe.htm
●ブログ： 中庭ノート http://sanggar.exblog.jp/
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Dialah guru saya. (彼こそ私の先生です)  190

「と説明した」jelas の章
jelas Mendikbud (と教育文化相は説明した)  191
Sangkaku tonggak.（杭だと思った） 192
"...," bantah H (H は～と否定した)  192
membantah（を否定する＆と否定する） 195

yang の章
yang (頻度と用例)  197
yang alam (自然なるもの)  198
yang mahasiswi（女子学生の方） 199
pengarang yang betul-betul pengarang（真に作家である作家） 200
whose 相当と解釈される yang   201
yang aku sendiri me—nya (yang フレーズの中の「私自身」  202
Amir yang pergi.（アミルが行ったんです） 203
dan ban mobil yang digigit (何と車のタイヤを囓ったのでした)  205
Siapa membaca buku? (誰が本を読んでいますか)  206

コト化の -nya の章
-nya によるコト化  208
Ada yang dicarinya. vs Yang dicarinya ada.(捜し物がある vs 捜してい
た物があった)  208
であることの結果  209
nominalisasai の –nya  210
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追補の章
it の訳し方   214
you の訳し方: anda, kita, di-   215
d. という kelas kata (word class)  216
大野晋『日本語をさかのぼる』(1974)  218


